
 庁議事案書

【背景と目的】

　本市の市街地では、良好なオープンスペースが失われてきており、その確保や保

全とともに、適正な配置や質の向上が求められています。

　一方で、効率的な整備や老朽化した施設の維持管理も大きな課題となっており、

今後は、本市が税の減額や支援制度により公共関与を行ってきた民有地のオープン

スペースで継続性に課題がある借地公園・青少年広場・保存樹林の将来に向けた方

向性について検討する必要があるため、地域ニーズや整備費用、当該地が有する機

能などを踏まえて、統一的な考え方を基に検討する体制を構築します。

【主な内容】

　借地公園・青少年広場・保存樹林を主な対象として、公有地化等を含めて将来の

方向性を検討するための考え方を策定するものです。
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説 明 者 公園緑地課長　課長補佐公園緑地担当

公園緑地課

総合政策課、景観みどり課、青少年課

ご指摘を踏まえて、検討会議を運営していくようにします。

対象地が民有地であることから、評価することのリスクも考えられる。どのような
方法で評価するのか、慎重に考えてから実行してほしい。【塩崎副市長】

本案件については、提案のとおり承認される。7 会議結果

オープンスペースの保全や創出という方向性は、都市マスタープランやみどりの基
本計画などで明らかにしているが、これまでに公有地化や公共関与の取扱いについ
て庁内横断的な検討や調整を行う仕組みがなかったことから、その考え方をとりま
とめたという認識でよいか。【塩崎副市長】

そのとおりです。

都市公園として公有地化した後の管理の手法について、どのように考えているか。
【市長】

市が管理者として都市公園法に基づく維持管理を行っていくことになりますが、可
能な限り、公園愛護会などの地域団体も維持管理に主体的に関わっていただき、地
域に愛着を持って大切にされる施設になる形を目指したいと考えています。

主な対象として借地公園、青少年広場、保存樹林が挙がっており、現時点で全ての
対象施設を4つの機能から評価しておくこともできるのではないか。【岸副市長】

現時点で全ての対象施設を4つの機能で評価する場合、改変後のイメージがない中
では、限られた情報に基づく暫定的な内容にとどまることになります。しかしなが
ら、検討会議で現時点の評価内容を資料として活用することは有効との意見も出ま
したので、引き続き調整していきます。

政策会議結果報告書 （ ■ 審議事項 □ 報告事項 ）


